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3 年生優良生徒表彰 

 先日、「六角精児の呑み鉄本線・日本旅」という番

組を見ました。三陸鉄道リアス線を取り上げていた

からです。3 年前、私は、東日本大震災後に運行を再

開した時に、岩手県の久慈から盛までの全線を利用

して旅行しました。 

様々な旅行での体 

験を思い出しながら､ 

番組を見ていました。 

三陸鉄道は、189 

6(明治 29)年の三陸 

地震を機に、建設が 

計画されました。こ 

の地震では、最大震度４～５程度の揺れながら、38m

を越える高さの大津波を引き起こし、大勢の人が亡

くなりました。交通が遮断され、支援物資が届かず

に、多くの人が苦労しました。そこで、南北を走るこ

の鉄道が計画されたのです。吉村昭さんの名作『三陸

海岸大津波』にこの地震の時の様子が記されていま

す。 

しかし、鉄道建設は、３０年以上たってようやく始

まりました。全線が完成したのは、なんと 1984(昭

和 59)年でした。建設の話が持ち上がってから、88

年たっていました。国が経営していた国鉄が倒産し

て経営も建設中の線路も放棄されそうになり、「三陸

鉄道」という新しい会社をみんなで作り、建設を続け

ました。完成後も赤字続きで経営に苦労しました。そ

れでも、この地方の人々には、生活のために必要な鉄

道だったのです。この鉄道には人々の夢と想いが詰

まっていました。 

ところが、この後、何回もの苦難に会います。 

まずは、2011（平成 23）年 3 月 11 日の東日本

大震災です。海岸沿いの線路は、三陸地震を越える津

波に流されて消滅し、全線不通になりました。全線が

運転を再開したのは、2019(平成 31･令和元)年 3

月のことです。この時、JR 東日本から譲り受けた線

路を加えて、｢リアス線｣と名付けられました。私が、

乗りに行ったのは、この頃でした。 

各地で震災の傷跡を見ました。気仙沼では、タクシー

の運転手をしながら、震災の語り部をされている小

野寺晟一郎さんに、高台から津波の範囲の説明を受

け、津波の高さがわかる倉庫などにも案内してい

ただきました。資料もたくさんいただきました。 

その年の秋のことでした。 

10 月 12 日の台風 19 号で、線路が土砂で埋まっ

たり、流失したりして、再び全線が不通になりまし

た。それでも、少しずつ線路を作り直し、運転が再開

され、2020 年 3 月 20 日には、全線が復旧しまし

た。 

三陸鉄道の 

沿線の人々に 

とっては、鉄 

道を開通させ 

ることが、人 

々の心をつな 

ぎ、生きてい 

くことでした。その想いは、その後も受け継がれ三陸

リアス線を完成させ、幾たびもの苦難を乗り越えさ

せる力になりました。 

昨年の 3 月の学校だよりで、 

『人の力を結集すれば、できることはあるという

ことを、もう一度みんなで思い出せる一年にした

い』 

と書きました。 

 この一年間、『どうすればできるかを考える』をテ

ーマに、教育活動に取り組んできました。地域行事が

できなかったことは残念でしたが、学校の教育活動

については、制限付きながら、ほとんど実施すること

ができました。教職員で知恵を絞り、生徒たちは、マ

スク着用や黙食などのつらい制限をしっかり守って

校内感染者を出さず、保護者や地域の方々は、それら

の方針をよく理解してサポートしてくださいまし

た。 

わたしは、人の力を結集すれば、できることは 

たくさんあるのだと、改めて感じています。みんなさ

んも同じことを感じてくれているでしょうか？ 

 新しい年度は、夢の力とさらなる工夫で、もっとい

ろいろなことができる一年にしていきたいと思いま

す。 

  

地域・保護者の皆様、今年も松溪中学校の教育活動

に、ご理解ご協力をいただき、本当にありがとうござ

いました。新年度も、『どうすればできるかを考える』

ことを忘れずに、進んでいきたいと思います。 

夢をつなぐ力―1 年間の感謝とともに想うこと― 

校長 辻 成一郎 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 月 4 日（金）に 1 年生を対象にした「一般財団法人 日本交通安全教育普及協会」主催の自転車シミュレータ交通安

全教室を開催いたしました。VR（ﾊﾞｰﾁｬﾙ・ﾘｱﾘﾃｨ）ゴーグルを装着した体験や実際の自転車の操作を通して、交通安全を再確認

していきました。中学生の移動手段として自転車は欠かせないものです。時に加害者にもなってしまう自転車を安全に使用してい

くことが中学生にも求められています。今回は機材の関係上、1 学年のみの実施でしたが、次年度以降は他学年も一緒に体験した

いと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 月 6 日（日）に「杉並区中学生レスキュー隊第 2 回合同訓練及び修了式」が阿佐ヶ谷中学校において、実施され、本校からは

代表生徒 3 名が参加しました。修了式では松溪中代表として前野くん（3 年）が修了証書を受け取りました。お疲れさまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 3 日（木）に 3 年生対象の「能楽鑑賞教室」を実施いたしました。

公益財団法人「武田太加志記念能楽振興財団」をお呼びし、日本の伝統芸能

を堪能しました。凛とした空間はまさにライブでしか味わえないものです。

よい経験をしました。来年度も実施する予定です。 

 

 

 3 年生の今年の「いのちの授業」は、東京都青年学生赤

十字奉仕団協議会主催の「global project team とルワ

ンダの子どもたち」というテーマで行いました。 

 東京都青年学生赤十字奉仕団とは、都内の大学生約 600

名で構成されるボランティア団体です。 

 今回はアフリカの国、ルワンダの現状を取り上げ、日本

の子どもたちとの違いについて、グループワークをしまし

た。身近な国のことではないですが、同じ時代に生きてい

る同世代の「いのち」を考えることは、自らの「いのち」

を考えることにもつながったのではないでしょうか。よい

体験になりました。 

3 月 8 日（火）は警視庁杉並警察署警備

課の方々をお呼びし、全校生徒対象の「防災

講演会」を実施いたしました。東京直下型地

震が発生する可能性が高い状況で、都内に

暮らす私たちは防災や被害を最小限にとど

める「減災」を意識していかなければなりま

せん。東日本大震災のことを覚えていない

中学生が増えてきている今、「備えあれば憂

いなし」の気持ちで、準備していきましょ

う。災害時に地域の力になるのは、中学生で

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 3 年生の百人一首大会が 3 月 10 日（木）にアリーナにて 

実施されました。中学校生活最後の百人一首大会。読み手は 

3 年の先生と授業でお世話になった先生方に協力していただ 

きました。大いに盛り上がっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 月 11 日（金）に 2 年生対象の「いのちの授業」を実施い 

たしました。東京 2020 パラリンピック日本代表の視覚障がい 

者柔道の工藤博子選手、小川和紗選手、仲元歩美コーチの 3 人 

による柔道の実演も交えた「いのちの授業」。明るくお話がとて 

も上手な 3 人でしたので、小川選手の銅メダルも見せていただ 

き、楽しい時間を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

      

 

 

            

            

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 年百人一首大会と同じ日に、東京ダルクの方をお呼びし

て、セーフティ教室（薬物乱用防止講演会）を実施いたしまし

た。 実際に薬物を使用し、そこから社会復帰をした方のお話

に 3 年生は真剣に耳を傾けていました。 

 

昨年度は保護者の方々をお招きできませんでしたが、今年度は

無事に公開することができました。1 年間の生徒の作品です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 ３年ぶりに開催された「学習発表会」。この一年の

学習の成果を発表する場です。1 年生は川越の校外

学習、2 年生は職場体験、3 年生は修学旅行につい

て、学年代表生徒が発表をしました。 

 また区や都で表彰された「読書感想文」や「すぎ

なみﾍﾞｼﾞごはん」、小笠原自然体験参加者の発表、休

憩後は、書道、茶道の実演があり、トリは吹奏楽部

の演奏でした。今年度最後の全校行事は、和やかさ

と緊張が程よくミックスしたものとなりました。 

 卒業式（3 月 18 日）の準備のため、生徒会本部、１・2 年美化委員、ＪＲＣ部が合同で、

鉢の植え替え作業を行いました。卒業式を彩る花々の植え替えに、在校生たちは、いよいよ 3

年生との別れの時を実感しているようです。 

 6 日（水） 始業式、入学式準備、部活動なし 

 7 日（木） 入学式 

 ８日（金） 新入生歓迎会（３～4 校時） 給食（始） 

11 日（月） ２・3 年生対象海外留学校内申し込み締め切り 

       安全指導 

13 日（水） 杉並区教育研究会総会のため、⑤カット 

14 日（木） 専門委員会 

15 日（金） 身体計測 中央委員会 

18 日（月） 生徒集会 

19 日（火） 全国学力調査（3 年） 

20 日（水） 校内研修（教職員） 

21 日（木） 耳鼻科検診、専門委員会（⑥カット） 

22 日（金） 眼科検診 保護者会 

23 日（土） 土曜授業 引き渡し訓練 

25 日（月） 朝礼 

26 日（火） 中央委員会 

27 日（水） 職員会議 

28 日（木） 内科検診（1 年） 部活動保護者会 

29 日（金） 昭和の日 

 

令和 3年度卒業式・令和 4年度入学式のお知らせ 

 

 令和 3 年度卒業式は 3 月 18 日（金）、本校アリーナ

におきまして、10 時より実施いたします。3 年生の保護者

の皆様方は 9 時 30 分より、入場できます。コロナ禍の中

での開催になりますので、各家庭 2 名までのご参列でお

願いいたします。また来賓に関しましては、杉並区から白

石教育長をはじめ、学校運営協議会、学校支援本部

の皆様をお呼びしております。生徒は、2 学年全員と 1 学

年の代表生徒が式に参加いたします。係生徒は当日の

集合時間が異なりますので、ご注意ください。 

 

 令和 4 年度入学式は、4 月 7 日（木）、本校アリーナ

におきまして、10 時より実施いたします。新入生の保護者

の皆様方は 9 時 30 分より、入場できます。卒業式と同

様にコロナ禍での開催になりますことから、各家庭2 名ま

でのご参加でお願いいたします。 

 ＰＴＡの役員決めに関しては、4 月 22 日（金）の保護者

会にて行います。 

 在校生は新 2 年生全員と新 3 年生の代表生徒が式

に参加いたします。何卒よろしくお願い申し上げます。 


